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Abstract 

The previously published list of marine algae of Toyama Prefecture (Fujita & Izumi 1989) was 

revised by adding 50 species， by eliminating 43 species (as synonyms of other species or 

misidentification) and by adopting current nomenclatures. In the revised list， 38 species of green 

algae (Ulvophyceae)， 77 species of brown algae (Phaeophyceae) and 176 species of red algae 

(Rhodophyceae) were accounted for. The list still includes 52 species that have not been collected 

or identified by the present author during the survey between 1988 and 2000. Some of these may 

be rare species or extinct by habitat loss caused by shore protection. The 50 species newly added to 

the list are Monostroma sp.， Enteromorpha intestinales， Microdictyon japonicum， Chaetomorphα 

spiralis， Cladophora albida， Pseudochlorodesmisルrcellata，Codium arabicum， Codium hubsii， 

Bryopsis mucosa， Derbesia marina， Acinetospora crinita， Ralfsia verrucosa， Halopteris filicina， 

Distromium decunbens， Lobophora variegata， Padina minor， Stypopodium zonale， Asperococcus 

bullosus， Colpomenia peregrina， Cutleria adspersa， Cutleria multifida， Sargassum autumnale， 

Sargassum ρlsiforme， Sargassum muticum， Sargassum pallidum， Erythrocladia irregularis， 

Alatocladia modesta， Amphiroa rigida， Corallina ~がcinαlis， Haliptilon sp.， Hydrolithon 

farinosum， Lithophyllum neoatalayense， Mesophyllum nitidum， Porolithon orbiculatum， Spongites 

斤uticulosum， Titanoderma prototypum， Titanoderma pusutulatum， Sporolithon durum， 

Asparagopsis taxiformis， Gelidium vagum， Hildenbrandtia rubra， Gratelopia catenata， 

Dudresnaya minima， Gloeophycus koreanum， Peyssonnelia japonica， Gracilaria sublittoralis， 

Gloiosiphonia iyoensis， Campylaephora hypnaeoides， Ceramium cimbricum and Plumariella 

yoshikawae. 
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富山県に産する海藻の種類は，御旅屋 (1930)，石丸 (1933)，菊池 (1935)，大島 (1952)，本

田 (1969)，Honda & Noda (1970)，野田 (1987) などの研究で明らかになってきたが，藤田・泉

(1989) は新たに県新産種を加えるとともに， 1988年までに報告された種をとりまとめ，緑藻31

種，褐藻80種，紅藻 173種，合計284種を挙げた。その後， 10年以上が経過して日本産海藻の分
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類学的検討が進み， r新日本海藻誌J(吉田 1998)が出版されたほか， 1985年以来 5年毎に改定

されてきた「日本産海藻目録jも4度目の改定版(吉田ら 2000) も公表された。これらに従う

と，先に著者らの目録に掲げた種類のうち約40種で学名の変更が行われているので，これを改め

て示す必要が生じた。また，先の目録の中には，富山県に産することが明らかに疑わしい種類も

約30種含まれていたので これについて取り扱いを考慮しなくてはならなかった。一方，富山県

沿岸においては調査例の少なかった県東部沿岸，あるいは県西部も含めた深所(概ね水深10-25

m)で県新産種が多く見っかり(藤田・湯口 1995，新井ら 1997，藤田・小善 1999，藤田

2001) ，新たに目録に加えるべき海藻も50種に達した。そこで，著者は，未発表資料も含めて新知

見を加味し，県沿岸産海藻目録の改訂版を作成したので報告する。

材料 と方 法

藤田・泉 (1989)に掲げた種をもとに 学名を最新のものに改めたほか 一部の種を削除する

とともに富山県沿岸で新たに見つかった種を追加して， r新日本海藻誌J(吉田 1998)の分類体

系に従い，富山県沿岸産海藻目録としてまとめなおした。

いずれの種も，藤田・泉 (1989)で採用した学名のみを掲げ，それ以前に用いられていた古い

学名については省き，誤字・脱字があったものも正した。なお，藤田・泉 (1989)では，正式発

表前の著者 (exの前の著者)や新学名発表の引用文献(inの後の著者)も示したが，煩雑となる

ので省いた。

学名・和名の更新は，吉田 (1998)，吉田ら (2000)およびその後の論文 (vanden Hoek & 

Chihara 2000，千原・北山 2001， Yamagishi & Masuda 2000)に従って行い，更新した種名にO
印を付け，藤田・泉 (1989)で採用した学名を[ ]内に入れて示した。また，吉田 (1998) によ

り，これに準ずる意見が述べられている種については，正しいとされる種名の下にその旨を記し，

県沿岸産海藻として認めなかった。また，吉田 (1998)や吉田ら (2000)において命名規約違反

などの理由で採録されなかった種，および各種の地理的分布を考慮、して明らかに誤同定と考えら

れる種は，県沿岸産海藻目録から除いた。

藤田・泉 (1989)の後，著者または他の研究者によって富山県沿岸に産することが明らかにな

った種には.印をつけ，産地や産状を簡単に記した。この場合も含め 著者自身がこれまでの調

査で採集することができていなし3種類については種名の前に口印(・ゃOと併用した場合には圃

固)を付け，報告者名(文献)を略記した。略記の要領は藤田・泉 (1989) と同じで， Ot =御

旅屋 (1930)，Is =石丸 (1933)，Os =大島 (1932， 1952)， Ki =菊池 (1935)，HN = Honda and 

Noda (1970) とした。

結果および考察

今回，藤田・泉 (1989)が収録した緑藻31種，褐藻80種，紅藻173種(合計284種)から緑藻3

種，褐藻18種，紅藻22種(合計43種)を除いた。この内訳は以下の通りである。

まず，吉田 (1998)に従い，褐藻3種(アレイクロガシラ Sphacelariaapicalis Takamatsu，ホソ
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パコモングサ Spatoglossumvariabile sensu Yendo，オケサモズク Sphaerotrichiasadoensis Noda) ，紅

藻 9種(アシボソイトマクラ Erythrotrichiafilibasalis Noda，サツキノリ Porphyrapaleolla Noda， 

ミヤヒパモドキ C.sessilis Yendo，ヒロハノムカデノリ Grateloupiaprolongata J. Agardh，カイフノ

リG.ka抑ensisYendo，ソエエダナシオキツ Gymnogonngurusjaponicus Yendo，タチワツナギソウ

仁 rectaNoda，ヒナランゲリア Wrangeliaminor Noda，ヒメイトグサ Polysiphoniasavatieri sensu 

Okamura) を既知種の同物異名とし，褐藻 2種(トゲモノシオミドロ Ectocarpusoblongatus Noda， 

エナシシオミドロ Ectocarpusrotundato・apicalisNoda et Honda) ，紅藻 2種 (A.gaillonii，Gratelopia 

japonica Grunow) をこれに準じるものとして扱った。

次に，吉田(1998)により国際植物命名規約違反の理由で種として認められなかった褐藻 7種(ア

ミジノハリモ Compsonemadictyoωides Noda et Honda，カイセイハリモ Compsonemaintercarlare 

Noda，ナガミノハリモ Compsonemaoblongum Noda， Myrionema padinae Noda，フタマタミリオネ

マMyrionemadichotomum Noda et Honda， Myrionema tenue Noda et Honda，イワアミジ Dicり70的

adhaerens Noda) を除いた。

また，古い時代の学名で，吉田 (1998)をはじめとする昨今の文献で全く触れられておらず，

実体不 明のものが紅藻で 4種 (Callophyllislaciniata (Hudson) Kutzing， Mychodea membranacea 

Harvey， Champia comressa Harvey， Champi，αsalicornoides Harvey)含まれていたので，目録から除い

た。

最後に，地理的分布を考慮した場合に富山県沿岸に産することが極めて疑わしく，明らかに誤

同定と考えられるものが，緑藻で 3種 (Uωlν悶a1加αωtt山i.臼ssωsimη1αa加uct.伊p卯on九1，キ夕ヒトエグサ Mo仰nostromη1α

αr陀'Ctυicαωumη1Wi加ttrock，ハイミル Codiumadhaerens auct.japon) ，褐藻 6種で(ピンガアミジ Dictyota

binghamiae J.Agardh，センケイアミジグサ Dictyotaflabellata (Collins) Setchell et Gardner，アカパウ

ミウチワ Padinaboηαna Thiby，マツモ Analipusjaponicus (H訂 vey)Wynne，アラメ Eiseniabicyclis 

(Kjellman) Setchell，タマナシモク Sargassumnipponicum Yendo)， 紅藻 で 7種(ユイキリ

Acanthopeltis japonica Okamura，ツノムカテtPrionitis cornea (Okamura) Dawson，タンノ〈ノリ

Pachymeniopsis ell伊tica(Holmes) Yamada，ハナフノリ Gloiopeltiscomplanata (H出-vey)Yamada，ダ

ルス Palmariapalmata (Linnaeus) O.Kuntze，クシペニヒノてPtilotapectinata Kjellman，フジマツモ

Neorhodomela aculeata (Perestenko) Masuda)認められたので，これらについても目録から除いた。

一方，著者または他の研究者によって県産種として報告された緑藻10種，褐藻15種，紅藻25種(合

計50種)を加えることができたので，富山県沿岸産の海藻は，以下に示すように，緑藻38種，褐

藻77種，紅藻176種(合計291種)となった。

ただし，この中には，著者が1988--2000年に浅海域で、行った潜水調査で確認することができて

いない種が52種含まれている。確認できない理由については，富山湾において元来これらの種類

の生育量が多くない，つまり希少種であることも考えられるが，最近の人工海岸化に伴って生息

場所が消滅し，県沿岸で絶滅した可能性も否定できない。今後，これらの未確認種の発見に努め

るとともに，その他の種類についても，生息状況に関する情報，あるいは生態写真や標本を集め

て整理しておく必要がある。なお，ここで示すことができた海藻以外にも，まだ所属の
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AChecklist0fmarinealgaerec0rdedfr⑪mthecoastofmyamaPrefEcture．

Marks

○：SpeciesofwhichscientificnameswereupdatedaccordingtoYOshida（1998),YOshidaaaﾉ．
（2000),ｖａｎｄｅｎＨｏｅｋ(2000)andYamagishiandMasuda(2000)．

●：SpecieswhichwereaddedbythepresentauthororotherworkersafterthepublishmentofFUjita
＆Izumi（1989)．

□：Specieswhichhavenotbeencollectedoridentifiedbythepresentauthor,Ｄ･FUjitaduringthe
surveybetweenl988and2000.

0t＝Otaya(1930),1ｓ＝Ishimaru（1933),ＯＳ＝Ｏｓｈｉｍａ(1932,1952),Ｋｉ＝Kikuchi（1935)，
ＨＮ＝HondaandNoda（1970）

Ulvophyceaeアオサ藻綱（いわゆる緑藻）
Chlorococcalesヨツメモ目

Tbtrasporaceaeヨツメモ科
．Ｒz伽｡pﾉｌｙ""胴ｃｍｓ皿加(Naccari)Rabenhorst

日本産のものはｌ変種Ｒｃｍｓｓ"ｍｙαﾉ:olfljc"ﾉα花(Bomet)Feldman、とされている。

Ulotrichalesヒビミドロ目

Ulotrichaceaeヒビミドロ科

．ＵﾉorhrjXβαccα(Dillwyn)Thuret ヒビミドロ

Ulvalesアオサ目

Monostromataceaeヒトエグサ科

●Ｍｏ"Cs”ｍａｓP・ヒトエグサ属１種
谷口(1956)も指摘しているように,富山湾ではヒトエグサ属の海藻はあまり見かけないが,藤

田(1996)は黒部市生地で本属１種を採集している。Honda＆Noda(1970)が報告した〃.α""c"ｍ
は日本産種として疑問が持たれており，著者の採集品とは異なるので，ここでは種不詳のまま
掲げた。

Ulvaceaeアオサ科

．Ｂ"d加gjα”"”α(Niigeli)Kylinヒメアオノリ
．Ｅ"彫ﾉりｍｏｍﾉｚａｃｏ””ssα(Linnaeus)Ｎｅｅｓヒラアオノリ

ロ恥e､加o抑crj""α(Roth)J・Agardhホソエダアオノリ（HN）
●恥eﾉひｍｏゅﾉ1α”es""αﾉ“(Linnaeus)Ｎｅｅｓボウアオノリ

県沿岸ではヒラアオノリやウスバアオノリほど多くないが，氷見市沿岸の漁港の斜路などに
生育している。

・動だ、〃oゅﾉIαﾉ加Zα(Linnaeus)Ｊ・Agardhウスバアオノリ
．Ｅ耐ｅｍｍｏ"ﾉｚａｐﾉ℃ﾉ縦”(Oeder)J・Agardhスジアオノリ
．αvα〃α"ｃａＬｊ""αe“オオバアオサ

［=〔ﾉﾊﾉαﾉα"jss”αauctjapon］
県沿岸では，アナアオサ以外の，藻体が薄く，孔の少ない種類に対してひﾉαc畑Ｃａまたはひ

ノα"ssjmaの名前が用いられてきたが，吉田（1998）の指摘にもある通り，ひﾉα獅加αは現在ア
オサ属の種として認められておらず，ひﾉαα"cαについても，アナアオサとの関係を含め，検討
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の余地がある 0

・Ulvapertusa Kjellmanアナアオサ

Cladophorales シオグサ目
Anadyomenaceae ウキオリソウ科

• Microdictyon japonicum Setchell アミモヨウ

泉治夫氏(未発表)が昭和30年代に採集していたが，近年，虻が島で生育を確認した。

Cladophoraceaeシオグサ科
. Chaetomorpha aerea (Dillwyn) Kutzing タルガタジュズモ

. Chaetomorphacrassa (C.Agardh) Kutzing ホソジユズモ

. Chaetomorpha melagonium (Weber et Mohr) Kutzing ハリガネジュズモ

. Chaetomorpha moni/igera Kjellman タマジュズモ

• Chaetomorpha spira/is Okamuraフトジュズモ
朝日町宮崎沖の離れ岩群の海面付近に産する 0

• Cladophora albida (Nees) Kutzingワタシオグサ

van den Hoek & Chihara (2000) により，富山産 C.opαcaの標本の一部(大島勝太郎採集)
が本種にあてられた。

固Cladophorado抑 'laGilbert ミナミシオグサ (HN) 

[=Cladophora patula] 
. Cladophora}αponica Yamada オオシオグサ

5 

van den Hoek & Chihara (2000)によれば，日本海産のものは仁japonicavar. kajimuraeホソオ

オシオグサに相当するという。

o Cladophora flexuosa (Muller) Kutzing ミヤピシオグサ
[=Cladophora rudolphiana (C.Agardh) Kutzing タマリシオグサ]

van den Hoek & Chihara (2000)が報告した。
. Cladophora opaca Sakai ツヤナシシオグサ

二 Cladophorasakaii Abbott アサミドリシオグサ
I . ICladophora socia/is Kutzingナンカイシオグサ (HN) 
o Cladophora vagabunda (Linnaeus) van den Hoekフサシオグサ

[=Cladophora fascicularis (Mertens) Kutzing] 

Siphonocladiales ミドリゲ、目

Valoniaceae バロニア科
IQJDic砂osphaeriacavemosa (Forsskal) Bo伊sen キッコウグサ (Os) 

島 (1956)が D.favulosa (C.Agardh) Decaisneとして報告しているが，その後は見つかってい

ない。

Caulerpales イワズタ目

Caulerpaceae イワズタ手ヰ
. Caulerpa okamurae Weber van Bosse フサイワズタ

Chaetosiphonaceae ケートシフォン科
. Blastophysa rhizopus Reinke アワミドリ

Udoteaceae ハゴロモ科

• Pseudochlorodesmis furcellata (Zanardini) Borgesen ニセマユハキ
藤田・湯口 (1995)が朝日町沿岸から報告した。近年，南雲ら (2000) によって，新潟県の佐
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渡からも報告されている。

Codiales ミル目
Codiaceae ミル科

• Codium arabicum Kutzing ナンバンハイミル
富山湾沿岸でこれまでハイミル Codiumadhaerens (Cabrera) C. Agardhとされていたものはナン

バンハイミル C.arabicum Kutzingまたはハイミルモドキ C.hubsii Dawsonである。

. Codium fragile (Suringar) Hariot ミル
• Codium hubsii Dawson ハイミルモドキ
o Codium subtubulosum Okamuraクロミル

[=Codium divaricatum Holmes] 
o Codium yezoense (Tokida) Vinogradova エゾミル

[= Codium dichotomum (Hudson) S.F. Grayイモセミル]

Bryopsidales ハネモ目
Bryopsidaceae ハネモ科

• Bryopsis mucosa Lamouroux ナガホノハネモ
黒部川の河口周辺の磯地帯などでまれに見つかる 0

. Bryopsis plumosa (Hudson) C. Agardhハネモ

Derbesiaceae ツユノイト科
• Derbesia marina (Lyngbye) Solierホソツユノイト
朝日町宮崎沖の離れ岩や氷見市ハツギ礁などで本種の配偶体ウミノタマが確認されている。

Dasycladales カサノリ目
o Polyphysaceae カサノリ科 [ =Acetabulariaceae] 
. Acetabularia caliculus Lamouroux ホソエガサ

Phaeophyceae 褐藻綱
Ectoc訂pales シオミドロ目

Ectoc訂paceae シオミドロ科

• Acinetospora crinita (Carmichael) Kornman 
_7k見市や朝日町の沿岸で，岩礁，砂泥域を問わず，大繁茂することがある O

ljEctocarpus commixtus Nodaホソシオミドロ

口吉田 (ω19ω9銘8紛)は本種を Fe詮uωld肋d必oma附an仰'lIωiωαi仰rreg伊μulαUω仰d巾i“s(侭K刷蜘u副肱t包凶z

Ectωocωαrpuω4“s peni化ciUωαtωus~向j怜同ellman エフデシオミドロ
吉田 (ω19ω98ω)は本種について今後の分類学的検討が必要としている。

臼Feld伽m仰a
OHi的nksi，ω'amitcheωeU似αe(Harvey) Silva 夕ワラガ夕シオミドロ

[=Gifordia mitchellae (Hぽvey)Hamel] 

吉田 (1998)は， Honda & Noda (1970)が報告した Ectocarpusoblongatus Nodaトゲモノシオ
ミドロと Ectocarpusrotundato-αpicalis Noda et Hondaエナシシオミドロを本種に近いものとし，
種として認めていないので，ここで、はそれに従った。

Ralfsiales イソガワラ目
Ralfsiaceae イソガワラ科

• Ralfsia verrucosa (Areschoug) Areschoug イソイワタケ
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湾内各地の転石に普通に見られる。

Sphacelariales クロガシラ目

Spacelariaceae クロガシラ科

○SPhaceﾉarjadjvarjcα'αMontagneヨツデクロガシラ
［=Sphaceﾉａｒｊａｐｍｓ”mTakamatsuニッポンマタザキクロガシラ］

○助ｈａｃｅ""αrjgi血肱Kiitzingミツデクロガシラ
［=S・varjabjﾉjsSauvageauマタザキクロガシラ］
［=S､apjcajjsTakamatsuアレイクロガシラ］
Stypocaulaceaeカシラザキ科

●恥ﾉQprerjs〃cj"α(Grateloup)Kiitzingカシラザキ
県東部沿岸にごく普通。入善町木根沖では大群落が形成される（藤田・小善1999)。

Dictyotalesアミジグサ目
Dictyotaceaeアミジグサ科

・DjayOpre"sdjwJrjcarα(Okamura)Okamuraエゾヤハズ
・DmOplerjspﾉりﾉ旅、(Okamura)Okamuraヘラャハズ
・DicIyOprerjs〃"｡jｲﾉａｒａＨｏｌｍｅｓシヮヤハズ
．Ｄj岬oradjc加romα(Hudson)Lamourouxアミジグサ
・Djayoraﾉ伽earjs(C,Agardh)Grevilleイトアミジ

冒撚塞綴熟基《W識諭柵
．Ｄ"OpﾉzⅨｓｏkα”ｍｅＤａｗｓｏｎフクリンアミジ
●Ｄis"ひ””火c“"be"s(Okamura)Levringフタエオオギ

氷見市沿岸（藤田2001）と朝日町宮崎沖（藤田・湯口1995）で見つかっている。

●“bOphomvarjegarα(Lamouroux)Oliveiraハイオオギ
氷見市姿や虻が島周辺で見つかっている。

・Rzcﾉzydjayo〃corjace"、(Holmes)Okamuraサナダグサ
・Phdi"ααrboノゼsce"ｓＨｏｌｍｅｓウミウチワ

・Rzd伽ａｃｍｓｓａＹａｍａｄａコナウミウチワ

・Rzdj"αﾉapo"jcaYamadaオキナウチワ
●Phd伽α”"orYamadaウスユキウチワ

朝日町元屋敷の岩盤・篠地帯（藤田・湯口1995）で見つかっている。

・SparogﾉCs皿ｍｐａｃ板c岬Yendoコモングサ
［=Sparogﾉossz"7zvarjab"esensuYendoホソバコモングサ］

●Ｓ卯Opod〃mZo"αﾉe(Lamouroux)PapenfUssジガミグサ
朝日町宮崎沖の離れ岩（水深１０ｍ付近）に産する。

Chordariales ナガマツモ目

Acrotrichaceaeニセモズク科

・ＡＣ、”ixpac坂caOkamuraetYamada ニセモズク

Chordariaceaeナガマツモ科

□E雌desmevj花sce"s(Berkeley)J・Agardhニセフトモズク
・Phpe帆”e"αk"”"ｏ(Yendo)Inagakiクロモ
・Ｓｐｈａｅ”"jcﾉzjadivaricarα(CAgardh)Kylinイシモズク
［=Ｓｐｈａａり！"c版ａｓａｄｏｅ"sjsNodaオケサモズク］

(HN）

７
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乃7ＣＣＩα創ｉａｃｍｓｓα(Suril1gar)Kylinフトモズク

Elachistaceaeナミマクラ科

EIachisrareﾉ7ＬｌｉｓＹａｍａｄａｆｐａｃ流cα'makamatsuホソナミマクラ

Ishigeaceaeイシケ科

目撫剛‘捌胤劃)c側…心Ｉ
イシゲ属の２種は本州の太平洋中部沿岸ではごく普通の種類であるが，日本海中部沿岸では非
常に稀である。ただし，イシゲは能登半島沿岸で生育が確認されている。

Leathesiaceaeネバリモ科

・Ｌｅａｒｈｅｓｊａｄ伽ﾉγ"ｉｓ(Linnaeus)Areschougネバリモ
ロGo"odia加伽"isNodaフナガタゴノディア（HN）

吉田（1998）は本種をＭＷｉａｃ〃/αの１種と考えており，今後の検討が必要である。
口彫岬叩""r‘Igo卵""(Okamura)SetchelletGardnerシワノカワ（1s）

日本海北部沿岸ではごく普通の種類であるが，日本海中部沿岸では非常に希である。しかし，
能登半島沿岸では確認されている。

縦:器蹴尋臓醐卿Kom……ｼｵﾐド。
Ｉ＝ＣＯﾉ7叩so"e"1αﾉｒ"71"/Cs"ﾉ71sensuNodaクラガエハリモ］

Spermatochnaceaeモズク科
ﾉVeﾉ77αCysmsdecｳﾌie"ｓ(Suringar)Kuckuckモズク

Dictyosiphonalesウイキョウモ目
Asperococcaceaeコモンブクロ科

●AsZﾌeﾉ℃ＣＯＣα畑如//o”sLamourouxコモンナガブクロ
氷見市虻が烏や薮田の沖（水深１５～20ｍ）に生えている。

Punctariaceaeハバモドキ科

PL"zcraﾉ．iαﾉ“肋"αGrevilleハバモドキ

Scytosiphonales カヤモノリ目

Scytosiphonaceaeカヤモノリ科
●Col1poﾉ7ze"iαﾉﾌ゙eﾉ電ﾉ．iﾉ,α(Sauvageau)Ｈａｍｅｌウスカワフクロノリ
氷見市沿岸の深所に生育しているのが確認された。

・ColIpo加e"iasi""Csα(Roth)DerbesetSolierフクロノリ

．ｆＭﾉひcﾉαrﾙﾉ･“ｃﾉα"7ﾉて”s(C,Agardh)Ｈｏｗｅカゴメノリ
．Ｐｾ”ﾉo"iαたsciα(０．F､Miiller)Kuntzeセイヨウハバノリ
○”αｊｏﾉｚｊａｂ加ｇｈα"ｚｉａｅ(J,Agardh)Vinogradovaハバノリ

Ｉ=画zdaﾉ､cﾉZ"ｅ仇"８Aαﾉ7ｚｊａｅＪ､Agardhl
・Scyro”ﾉzo〃/o"?e"/αﾉα(Lyngbye)Ｌｉｎｋカヤモノリ

Cutleriales

Cutleriace3e

ムチモ目

ムチモ科

(HN）
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石川県内浦町でも確認されている。
●Ｃ"ﾉerjaadspe応α(Roth)DeNotarisケベリグサ

氷見市姿沖の転石地帯（水深１２ｍ）に生育している。石

．Ｃ“ﾉerjaCy""drjcaOkamuraムチモ
●Ｃ"ﾉerjam""茄血(Tilmer)Grevilleヒラムチモ

富山湾では氷見市～高岡市沿岸に産する（藤田2001)。

Sporochnalesケヤリモ目
Sporochnaceaeケヤリモ科

○SPomch""smdic加”js(Tilmer)CAgardhケヤリ
［=SPolpcﾉi""sscqparj"sHarvey］

Desmarestiales ウルシグサ目

Desmarestiaceaeウルシグサ科

・Ｄｅｓｍα”s"αvjrjdjs(Miiller)Lamouroux ケウルシグサ

Laminariales コンブ目

Chordaceae ツルモ科

．Ｃﾉiolzjtzβﾉ""(Linnaeus)Stackhouse ツルモ

Alariaceaeチガイソ科

．Ｕ"ぬrjα”"α峨血(Harvey)Suringarワカメ

Laminariaceaeコンブ科

ＥＣ〃o"ｊａｋ"ｍｍｅＯｋａｍｕｒａクロメ

E℃"o"jasroﾉo"舵mOkamuraツルアラメ

Fucalesヒバマタ目

Cystoseiraceaeウガノモク科
□CoccQph｡ｍﾉα"８s〃j価mer)Greville スギモク（ＯＳ）

Okamura＆Oshima（1932）は氷見市薮田で本種の生活史を研究しており，
に県沿岸に生育していたが，最近は見つかっていない。

･Myagmpsjsmyagm雄s('nlmer)Fensholtジヨロモク

昭和初期には確実

Sargassaceaeホンダワラ科
●釦噌α皿加α”"ｍ"αﾉeYbshidaアキヨレモク

氷見市沿岸の漁港防波堤の内側などに希に認められる。

・SZzlga皿mco晩s”CAgardhフシスジモク
●Sα'gass"加血s肋”e(Harvey)Setchellヒジキ

［=H城jα伽肋mzjs(Harvey)Okamura］

氷見市虻が島でｌ株の生育が確認され,旧学名Ｈ賊jα血s肋"〃js(Harvey)Okamuraで報告された
（新井ら1997)。そのほか，湾内の流れ藻から見つかっている（藤田1999)。

・Smgass"加血んe"”(Tilmer)CAgardhホンダワラ
．Ｓα堰ａｓs"ｍｈｅｍ城y""ｍＣＡｇａｒｄｈイソモク
吉田（1998）によれば，日本海沿岸でタマナシモクＳ､〃仰o"jc"ｍＹｅｎｄｏとされていたものは本
種の誤りであるという。

・Ｓｍｇａｓｓ”ﾉiomerj(Tilmer)Ｃ・Agardhアカモク
・SZz堰ａｓs”ｍａｃｍｃα"”CAgardhノコギリモク
．Ｓαﾉgα皿加”cmcα"ｒｈ"ｍ(Kiitzing)Eendlicherトゲモク
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・Ｓｍｇａｓｓ""”αりcem"”('nlmer)Ｃ､Agardhフシイトモク
．ｓα増α皿mmjyabejx2"｡ｂミヤベモク
●Sα増ａｓs"加加""“"(Yendo)Fensholtタマハハキモク

入善町沿岸などに希産する。

●Sα昭ａｓｓＭｍｐα"』｡"”(Tilmer)CAgardhウスイロモク
氷見市沿岸の唐島以北の，砂を被るような泥岩（水深５ｍ付近）に産する。

．Ｓα増ａｓ皿加ｐα肥"ｓＣＡｇａｒｄｈヤツマタモク

．Ｓα増ａｓs"、ｐ""ﾉ旅r"、(Tumer)CAgardhマメタワラ
．Ｓα増ａｓs"ｍｒ加ggoﾉ｡』α"”Harveyオオバモク
日本海のものは亜種ヤナギモクＳ・rj"ggo雌α""mssp､ＣＯﾉ1eα皿加(J､Agardh)Ybshidaにあてられる

(YOshidal983)。

Ｓα増ａｓs"msj"9"ａｓ""ｍ(TUmer)CAgardhヨレモク
Ｓα増α皿加ﾉﾉz""be増〃(Roth)Kuntzeウミトラノオ
Ｓα増α皿ｍｙe"dojOkamuraetYamadaエンドウモク

Rhodophyceae紅藻綱

Goniotrichales ベニミドロ目

Goniotrichaceae ベニミドロ科

○SIyﾉo"e､ααﾉsjdjj(Zanardini)Ｄｒｅｗベニミドロ
［=Go"jo"jc加加αﾉsjdjj(Zanardini)Howe］

Erythropeltidalesエリスロペルテ≦ス目
Erythropeltidiaceaeホシノイト科

●ＥＷｈｍｃﾉadiajr曙"ﾉarjsRosenvingeイソハナビ
湾内各地の浅所で，他の海藻の上に生育する。

○ａＷｈ”"ic"αｃａｍｅα(Dillwyn)J・Agardhホシノイト
［=E'Ｗﾉ2ｍ"jchia伽basα"sNodaアシボソイトマクラ］

現在も富山湾に生育しているかどうかは甚だ疑問である。

Bangialesウシケノリ目
Bangiaceaeウシケノリ科

．Ｂα"gjaarmp""""α(Roth)CAgardhウシケノリ
．Ｐｂ叩ｈｙｍｏｋａｍ"ｍｅＵｅｄａクロノリ
.Ｐｂｍﾉlympse"dひ""earjsUedaウップルイノリ

目髭撫柵蹴紳翠柵ｱﾏﾉ１．s,I｡‘）
絶滅危慎種に指定されており，現在も富山湾に生育して，

、Ｐｂｍﾉ'ymyeZoe"sisUedaスサビノリ
［=Pb叩ｈｙｍｐａﾉeo"αＮｏｄａサツキノリ］

Acrochaetialesアクロカエティウム目

Acrochaetiaceaeアクロカエチウム科

冒擬織雛繍蝋鯉ﾕダー
成脇;:慨:I脇Ｉ聖鴨li)WOelkerlin：（HN）

(通）
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回A"｡ｂ"j"e"αoccjdejn"s(BOrgesen)Garbary（HN）
［=AcmcAae血ｍｒＯｙａｍａｅ"seNodaetHonda］

Ａ"dり"ｊ"e"α属の種類は緑藻ミルや褐藻ホンダワラなどの藻体上にしばしば認められるが，
｝
）

の属全体の分類も依然として混乱しており，県産種についても整理が進んでいない。

Nemalionalesウミゾウメン目

Galaxauraceaeガラガラ科

・ＡＣ""o"jcﾉ1iα伽g"ｉｓ(Forsskil)助rgesenソデガラミ
．Ｇαﾉαxα"、カノcaraKjellmanヒラガラガラ

目::鐙:鰐綱墨Ｗｌﾌ無期ラカラIHN’（Ki）
○万jcﾉ”ｃａｍａＣｙ""drjcα(EllisetSolander)HuismanetBorowitzkaガラガラ

［=Gα/αｘａＨｍ/tzs卿amDecaisne］

藤田：富山県沿岸産海藻目録（2001年）

Liagoraceaeコナハダ科
□Hセノ""rﾉ'ocﾉadjαα…"sHarveyベニモズク（ＯＳ，Ｋｉ,HN）
・Ｈｇﾉ”"rhocﾉａｄｊａｙｅ"ｄｏα"αNaritaホソベニモズク

Nemaliaceaeウミゾウメン科

･ﾉＶｇｍα"o〃ｖｅ""jc"/α”Suringarウミゾウメン

Corallinalesサンゴモ目

Corallinaceaeサンゴモ科

●Ａﾉarocﾉadjamodesm(Yendo)Johansenヤハズシコロ
氷見市虻が島に産することを確認した。

○Ａ”肋ひαα"ceps(Lamarck)Decaisneカニノテ
［=A”ｈｊｍａｄｊﾉamraLamouroux］

．Ａ”〃i”αechigoe"sjsYendoエチゴカニノテ
節間部の細いウスカワカニノテを指しているようである。

．Ａ”ﾉiimaephedmeaDecaisneマオウカニノテ
日本産のものは原記載種と異なると考えられ、ウスカワカニノテの節間部が偏平なものを指

しているようである。御旅屋(1930)や菊池(1935)が県産種としたＡ加伽ｍａｇａｊ"o"jjLamouroux
は本種の一型と考えられるので，ここでは省いた。．

．Ａ”h"りα〃o"ojSrimanobhasetMasakiイトカガリ
．Ａ"Zph"ひα”saAje"sjsYendoヒメカニノテ
●Ａ”ﾉIjmarjgjdaLamourouxイソハリ

氷見市大境沿岸に希産する。

○Ａ〃p版ｍａＺｏ"αｔａＹｅｎｄｏウスカワカニノテ
［=A,ｂｅαⅨvojsjjLamouroux］

●ＣＯ、"伽α噸cj"α"sLinnaeusサンゴモ
氷見市の虻が島沿岸に産する。

・Ｃｏｍ"伽αｐ"Ⅸﾉ旗mPostelsetRuprechtピリヒバ
［=Csessj"sYendoミヤヒバモドキ］

●馳伽"o"sP､ハリプチロン（仮称）
入善町田中沖で採集された（藤田･小善1999)。生殖器官が形成されていないので種のレベル
まで同定されていない。

●Hydlひ"rho"./hrj"o皿、(Lamouroux)PenroseetChamberlainイボモカサ
クロメなどの葉状部に着生している。
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回伽､"'ｈｏ"sα'gassj(Foslie)Chamberlainモクゴロモ（HN）
［=P"eQphy""ｍｓａ堰αSSi(Foslie)Chamberlain］

・ん"ｊａａｄｈａｅ”"sLamourouxヒメモサズキ

．､ﾉﾋz"jαα池o”sce"ｓ(Yendo)Yendoキブリモサズキ
．､ﾉﾋｍｍｎ抑o"jca(Yendo)Yendoウラモサズキ
ロノヒ､"jα""g"ﾉα､(Yendo)Yendoサキビロモサズキ（0t,1s,OS,Ki）
●Ｌｊ的opﾉzy""ｍ〃eoamjaye"seMasakiクボミイシゴロモ

朝日町元屋敷の操地帯に多産する（藤田・湯口1995，藤田1996)。

．Ｌ"hQpﾉZy""、Ｏｋａ”ｍｅＦＯｓｌｉｅヒライボ
．Ｌ"hQpﾉＩｙ""myessoe"seFbslieエゾイシゴロモ
・Ｍｍｇ加jSpoﾉwmaberm"s(Yendo)JohansenetChiharaフサカニノテ
ヘリトリカニノテなどと比べて極めて少ないが，氷見市や高岡市の沿岸に産する。

・MZzﾉg”spoﾉwmcmssjss”α(Yendo)Ganesanへリトリカニノテ
・Ｍｎｒｇ”spor"加叱c/伽ａｔα(Yendo)Ganesanマガリカニノテ

・MEsOphy""mCysroca叩雄"mauctjaponクサノカキ
クサノカキはMCysrocamjde"腕の基準標本とは明らかに異なる。Ｓｙ"αrrﾉmQphyrO"属の種とし

て検討中である。

●MesQpﾉＩｙ"”〃"』｡"mFoslieカガヤキイシモ
富山県朝日町沿岸で普通に生育している（藤田・湯口1995)。

．Ｐ"eOpﾉzy"雌",伽g"jsKiitzingシロモカサ
●Pb”"油o〃ｏ池jcⅨﾉα〃mMasakiオニハスイシモ

氷見市および滑川市沿岸で生育が確認されている（藤田1996)。
●SPO"gj花s､/７．”c"ﾉCs"mKiitzingオニガワライシモ

氷見市虻が島周辺で生育が確認されている（藤田1996)。

口万'α"odel"'α卿αr(Foslie)WOelkerling,YChamberlainetSilvaノリマキモドキ(HN）
●71i""ode”αｐﾉＷｏ卯”(Foslie)WOelkerling,YChamberlainetSilvaウズマキフチシロ

氷見市大境周辺に希産する。

●万rα"odと”αｐ"皿ﾉα畑加(Lamouroux)Niigeliヒラノリマキ
県東部の篠地帯にふつうに見られる。

・刀､"o火、lα畑”血ﾉ"ｍ(FOslie)WOelkerling,YChamberlainetSilvaノリマキ

Sporolithaceaeスポロリトン科

●SPO1℃ﾉ"ﾉzo〃。”""z(Foslie)TbwnsendetWOelkerlingコブエンジイシモ
氷見市沿岸に分布する。当初S､epjspolwm(Howe)Dawsonとして報告された (藤田1996)。

Gelidialesテングサ目

Gelidiaceaeテングサ科

○Gejjdj”eﾉegα"sKiitzingマクサ
［=Gelidiumamansiiauct・nonLamouroux］

．Ｇe"djMmp"sj""ｍ(Stackhouse)LeJolisハイテングサ

県内でハイテングサとされてきたものは，マクサの幼体の誤認である可能性を含め，検討する
必要がある。

●Ｇｅﾉ域"ｍｖａｇ”Okamuraヨレクサ
氷見市虻が島周辺で認められる。

・Premcﾉadjeﾉﾉａｃａｐｊ"aceα(Gmelin)Bometオバクサ

ロP雌､cﾉadje"α"α"αOkamuraチャボオバクサ（0t,OS,Ki）

Hildenbrandialesベニマダラ目
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Hildenbrandiaceaeベニマダラ科
• Hildenbrandia rubra (Sommerfelt) Meneghini ベニマダラ

湾内各地の転石などを被っていることが判明した。

Bonnemaisoceales カギケノリ目
Bonnemaisoniaceae カギ、ケノリ手ヰ

• Asparagopsis tαxiformis (Delile )Trevisan カギケノリ

13 

滑川市の水深10m付近に胞子体(以前，Falkenbergia rufolanosaとされていたもの)が多産する。
配偶体も海岸線付近で、見つかった。

. Bonnemaisonia hamifera Hariot カギノリ

Gigartinales スギノリ目
Caulacanthaceae イソモッカ科

. Caulacanthus ustulatus (Turner) Kutzingイソダンツウ

Dumontiaceae リュウモンソウ科

• Dudresnaya minima Okamura ヒメヒビロウド
滑川市以東の磯地帯に認められる。

. Hyalosiphonia caespitosa Okamura イソウメモドキ

Endoc1adiaceae フノリ科
日Gloiopeltisルrωα(Postelset Ruprecht) J. Agardh フクロフノリ (Ot，阻， Os)

能登半島沿岸では近年も見つかっているが，本県沿岸では近年全く確認されていない。また，

本県及び能登半島沿岸でハナフノリ G.complanata (Harvey) Yamadaとされていたものは，フク
ロフノリの若い時期を誤認した可能性が高いので省いた。

Gigartinaceae スギノリ科
o Chondracanthus intermedius (Suringar) Hommersand カイノリ

[=Gigartina intermedius Suringar] 
o Chondracanthus tenellus (Harvey) Hommersandスギノリ

[=Gigartina tenella Harvey] 
o Chondrus nipponicus Yendo マルパツノマタ
. Chondrus ocellatus Holmes ツノマタ

Gloiosiphoniaceae イトフノリ科
• Gloeophycus koreanum Lee et Boo オトヒメモズク

入善町や朝日町の沿岸に産する(藤田・小善 1998)0 
日Gloio.ゆhoniacapillaris (Hudson) Carmichaelイトフノリ (Os， HN) 

分布上，湾内に産しても不思議ではないので掲げたが，大島 (1952) によればこの種の県内
産地が示されたことがなく，東 (1936)が「越中Jとして挙げているにすぎない。

Halymeniaceae ムカデノリ科
. Carpopeltis qがnis(Harvey) Okamura マツノリ

菊池 (1935)が県産種として報告している Gratelopiajaponica Grunowという種類は，本種に
近いものであるという(吉田 1998)。

• Grateloupia catenata Yendo ウツロムカデ
[=G. filicina var. porracea Howe] 

ムカデノリの l変種とされていたが，近年，独立した種類であることが示され，吉田ら (2001)
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でもこの学名が採用された。

･Gmreﾉo”αdjvarjcα'αOkamuraｶﾀﾉﾘ
・Ｇｍｒｅﾉo”α伽ci"α(Lamouroux)CAgardhムカデノリ
［=Gmreﾉo”αｐ、ﾉo"ｇａｍＪ・Agardhヒロハノムカデノリ］
･Gmreﾉo叩α伽brjcamHolmesｻｸﾗﾉﾘ

本県沿岸の個体はＧ,jmbrjcamMabe"αraOkamuraに当てられている。
○ＧｍｒｅﾉQpjaﾉα"ceoﾉαrα(Okamura)Kawaguchiフダラク

［=RIchyme"jOpsjsjα"ceo”α[Okamura]Yamada］
本県でこれまでＧｅﾉ伽jca(Holmes)Yamadaタンバノリとされてきたものもフダラクである
可能性が非常に高いので，ここでは省いた。

・Ｇｍｒｅﾉo”α〃W血(Harvey)Yamadaヒラムカデ
［=G､ｋα抑e"sjsYendoカイフノリ］

・Ｇｍｒｅﾉopjaoka胴"ｍｅＹａｍａｄａキョウノヒモ
ロG､花ﾉ叩α”"'"〃Yamadaツルッル（OS）

Hypneaceaeイバラノリ科

[if蛎琵撫職淵雅蛎鰐ﾉリ（｡s）
○Hyp"eαβexjcα"IjsYamagishietMasudaカズノイバラ

［=HcerWco"1jsJ､Agardh］
ワ〃ｅａＪａＤＯ〃ZＣｕ

切刷ｇｑ･WａＩａａＦＥＺ

Tmakaカギイバラノリ

Holmesサイダイバラ (NC）

Kallymeniaceae ツカサノリ科

･Ｃｔｚ"Ophy"ｉｓα伽ａｒａＯｋａｍｕｒａネザシノトサカモドキ

Nemastomataceae ヒカゲノイト科

･Ｐ花血eαﾉﾋZpo"jcaYbshidaユルジギヌ
･７１se"giα〃αAzImⅨｍｅ(Yendo)Ｋ・CFanetYPFan ヒカゲノイト

Peyssoneliaceae イワノカワ科

．Ｐｾysso""e"αcα"ﾉ旅mOkamuraエツキイワノカワ
．Ｐとysso""e"αＣＯ"cﾉIjcoﾉaPicconeetGrunowベニイワノカワ
●Ｐｾysso""e"αﾉapo"jca(Segawa)Ybneshigeカイノカワ
県沿岸のサザエなどの貝殻上に付着している（加藤亜紀私信)。

PhacerocaIpaceaeキジノオ科
□Pﾉ,αc‘"c”"s〃｡"jc"sOkamura キジノオ（NC）

Phyllophoraceae オキツノリ科

○Ａﾉi砿ﾉ"Opsjsβαbe"肋"〃ｉｓ(Harvey)Masudaオキッノリ
［=Gy”ogo""g"r"sβαbe"肋”sHarvey］
［=Gym"ogo""gⅨｍｓｊａｐｏ"jc"sYendoソエエダナシオキツ］
Plocamiaceae ユカリ科

○Ｐﾉocα”""cα""αg加e"ｍ(Linnaeus)Dixonホソユカリ
［=ＲﾉeptOpﾉZy"脚mauct・Japon］

．Ｐﾉocα”脚加花脆jrjae(Harvey)Harveyユカリ
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Rhizophyllidaceae ナミノハナ科

○Pb"ierjahomemα”〃(Lyngbye)Silvaホソバナミノハナ

５|酬鰯;：
s加ｍｅ胴α"〃(Lyngye)Schmitz］

cα(Harvey)Silvaナミノハナ（ＯＳ，Ｋｉ）
[=CAO"dﾉりcoccMs”po"jca(Harvey)DeTbni］

Schizymeniaceaeベニスナゴ科

・SchjZyme"iα血ｂｙi(Chauvin)J､Agardhベニスナゴ

Solieriaceae ミリン科

○so"erjapac板cα(Yamada)YOshidaミリン
［=so"erjα”b"smauctjapon］

○so"erja花""jsZhangetXiaホソバミリン
［=so"erjamo"な(Harvey)Kylin］

Gracilarialesオゴノリ目

Gracilariaceae オゴノリ科

・Ｇｍｃｊﾉａｒｊａｂ"応a-pasmrjs(Gmelin)Silvaシラモ
・Ｇｍｃｊﾉarjacho域zHolmesツルシラモ

・Ｇｍｃｊﾉﾋzrjarexror〃(Suringar)Hariotカバノリ
●Ｇｍｃ"α"ａｓ"b/""、"sSegawaetYamadaシンカイカバノリ

氷見市沿岸の深所（水深25ｍ付近）に産する（藤田2001)。

○Ｇｍｃｊﾉα"αye”c"ﾉOpﾉiy"α(Ohmi)PapenfUssオゴノリ
［=Ｇｍｃ"αriave〃"ＣＯＳα(Hudson)PapenfUss］

Rhodymenialesマサゴシバリ目
Champiaceaeワツナギソウ科

．Ｃhα”ｊａｂ抗血Okamura上ラワツナギソウ

．Ｃ〃α”ｊａｐａｒｗｲﾉα(CAgardh)Harveyワツナギソウ
［=Ｃ花ｃｍＮｏｄａタチワツナギソウ］

・Ｌｏｍｅ"ｍｒｊａｃａｒｅ"α”Harveyフシツナギ

日蹴:慨鵬窒繍鴨星ｽ洲期N）
・Ｌｏｍｅ"rariaokα”ｍｅＳｅｇａｗａヒロハフシツナギ

(0t,ＯＳ,Ｋｉ）

Rhodymeniaceaeマサゴシバリ科
．Ｃｿi〃Syme"iawr軸"i(Harvey)Yamadaタオヤギソウ
●ＧﾉCiC叩ｈｏ"jaiyoe”s(Okamura)Norrisヒメヒシブクロ

黒部市荒俣魚礁，入善町の篠地帯，朝日町宮崎沖の離
．Ｒﾉzodyme"ｊα”rjcarα(Okamura)Okamuraマサゴシバリ

入善町の篠地帯，朝日町宮崎沖の離れ岩などでふつうに認められる。
(Okamura)Okamuraマサゴシバリ

Ceramiales イギス目

Ceramiaceae イギス科

．Ａgﾉαorﾉｉａｍ"jo〃ｃα"Qpﾉzy"jdjco/α(Yamada)BOO,Lee,RuenessetYbshidaキヌイトグサ

［=Ｑｚ"j肋αｍ"io〃ｃα"Qphy"idjcoﾉａＹｍａｄａ］
○Ａ"o"jc""moAzz皿meBaldockキヌケグサ

［=ﾉVり"Cs"りｍａｒｅ”sOkamura］

○Ａ"or"chj”だ""ｅ(CAgardh)Nageliケカザシグサ

1５
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[=Griffithsia tenuis C. Agardh] 
二j¥ntithamnionnipponicum Yamada et Inagaki フタツガサネ

l:jCampylaephora crassa (Okamura) Nakamura フトイギス (HN) ・Campylaephorahypnoides J. Agardh エゴノリ
本種は古くから県沿岸に産することが知られているが，前報(藤田・泉 1989)ではフトイ

ギスの同物異名であるかのように誤記されていた。

. Centroceras clavulatum (C.Agardh) Montagne トゲイギス

. Ceramium boydenii Gepp アミクサ

• Ceramium cimbricum H. Petersen マツノくライギス

藤田 (1991)は氷見市沖で採集し，ヒメイギス Ceramiumfastigiatum Harveyとして報告した

が，吉田 (1998)によれば本種の異名である。

固Ceramiumdiaphanum (Lightfoot) Roth キヌイトイギス (Os， Ki， HN) 

[=Ceramium tenuissimum (Roth) J. Agardh] 

一，，-Ceramiumjaponicum Okamura ハネイギス
I • ICeramium kondoi Yendo イギス (Is， Os， Ki， HN) 
. Ceramium paniculatum Okamura ノ、リイギ、ス

. Ceramium tenerrimum (Martens) Okamura ケイギス

二Crouaniaattenuαta (C.Agardh) J.Agardh ヨツノサデ

|・ IG riffiths ia coacωOkamura ワタゲカザシグサ (Ki， Os) 
本県沿岸産のものは 1変種 G.coacωV紅'.crassa Okamuraとされている 0

・GriffithsiajaponicαOkamura カザシグサ

• Plumariella yoshikawae Okamuraイトシノブ
氷見市小境沖のハツギ、礁で、見つかった。石川県内浦町の九十九湾にも産する 0

・Spyridiafilamentosa (Wulfen) Harvey ウブゲグサ

. Wrangelia tanegana Harveyランゲリア

[=Wrangelia tayloriana Tseng] 
[=Wrangelia minor Noda ヒナランゲリア]

Dasyaceae ダジア手ヰ

. Dasya collabens Hooker et Harvey 

. Dasya sessilis Yamada エナシダジア

. Heterosiphoniαjαponica Yendo イソハギ

. Heterosiphonia pulchra (Okamura) Falkenberg シマダジア

Delesseriaceae コノハノリ科
. Acrosorium polyneurum Okamura スジウスノくノリ

o Acrosorium venulosum Zanardini Kylin カギウスノくノリ

~=A. uncinatum (Tumer) Kylin] 
卜IAcrosoriumyendoi Yamada ハイウスパノリ (Os， Ki， HN) 
. Hypoglossum nipponicum Yamada ホソナガベニハノリ

o Martensia fragilis Harvey アヤニシキ

一J:=M. denticulata Harvey] 
|ゴSorellarepens (Okamura) Hollenberg ウスベニ (Os) 

Rhodomelaceae フジマツモ手ヰ
臼B伽en仰1陀zaαiωten仰iωαy附en附10訓s幼s仇倣仰仰hω肋肋伽in仰mη附1

. Cho仰nd改r舟ぜ旬iωα crassicauli臼sHarvey ユナ

. Chondria dasyphylla (Woodward) C.Agardh ヤナギノリ
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日識蕊i織灘蕪瑚識卿ＩＮ:;川
・Ｃｈｏ"｡"α花”iss”α(Withering)CAgardhホソヤナギノリ
・DasycﾉＯ"加加βαccj血加(Harvey)Kylinクシノハ
・雄ゅo叩ｈｏ"jαβssjde"roj火s(Holmes)Okamuraヒメゴケ

、雄ﾉ1po叩ｈｏ"jaj"sjdjosα(Ｇ正ville)Falkenbergカギヒメゴケ
．Ｈどゅo叩ﾉIC"jａｐａ死aSetchellクモノスヒメゴケ

．Ｈe"o叩加"iα皿bdjs"ｃｈａＯｋａｍｕｒａクロヒメゴケ

．““だ"ｃｊａｃα〃j〃g伽ｅａＹａｍａｄａカタソゾ
．“"”"ｃｊａｈａｍａｒａＹａｍａｄａカギソゾ

．Ｌα"だ"αα”e”edjaYamadaクロソゾ

．ＬαJ"wzcjα〃仰o"jcaYamadaウラソゾ
．ＬαⅨ花"ｃｊａｏｋα”ｍｅＹａｍａｄａミツデソゾ

．Ｌα"だ"ｃｊａｐ”"Csα(CAgardh)Grevilleパピラソゾ
．“Ⅸ花"αα伽"αｒａＹａｍａｄａハネソゾ（HN）
．“"だ"αα〃"血/αｒａＹａｍａｄａコブソゾ

．“Ⅸ花"ciave""ｓｍＹａｍａｄａヒメソゾ

・Leyei"eαﾉ脚"ge”α""jo雄s(HeringetMartens)Harveyジヤバラノリ
・Lophoc“iαﾉapo"icaYamadaヨレミグサ
・ﾉVEC油odbmeﾉαｍ"""α(Petersenko)Masudaイトフジマツ

○ﾉVEC叩ｈｏ"jαﾉapo"jca(Harvey)ＫｉｍｅｔＬｅｅキブリイトグサ
［=PbIy叩力o"jα/apo"icaHarvey］

［=PbIy"んoﾉzjasayarjerjsensuOkamuraヒメイトグサ］
○Pb恥jpho"mse""“ﾉosaHarveyシヨウジヨウケノリ

揃撚機l鴬:幾胤刑ﾗｻｷ(MⅧ
【ゴI;協撫揺縦鰯慨蹴淵監瞬三拝菱(OⅧHN）

[=S､ｐｅ""αmOkamura］
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